


例 言

l . 本報告霜は、新潟県長岡市の馬高 ・三十稲場遺跡環境整備事業に伴う発掘調査 （平成15・16年度）の概要をまとめ

たものである。

2. 発掘調査の対象は、史跡馬高 ・三十稲場逍跡（長岡市閾原町 l丁目 字中原・遠藤）のうち、馬高遺跡 （中原2995番 2他）

の部分及び遠藤沢の部分である。

3. 発掘調査は両年度ともに新潟県の緊急地域雇用創出特別基金事業補助金を受け、発掘調査支援業務を（株）大石組（長岡

市南町）に委託して実施した。調査期間及び調査体制は以下のとおりである。

く平成15年度＞ ＜平成16年度＞

調査期間 ：平成15年 5月27B ~11月17日 調査期間：平成16年 7月20日~10月15日

整理期間 ：平成15年 9月16日~3月15日 整理期間 ：平成16年 5月24日-3月18日

調査主体 ：長岡市教育委員会 （教育長 ：笠輪春彦） 調査主体 ：長岡市教育委員会 （教育長 ：笠輪春彦）

調査総括 ：駒形敏朗 （科学博物館副主幹） 調査総括 ：駒形敏朗 （科学博物館副主幹）

調査担当 ：小熊博史 （科学博物館主査） 調査担当 ：小熊 博史 （科学博物館主査）

調査員 ：鳥居美栄 （科学博物館学芸員） 調査員 ：鳥居美栄 （科学t尊物館主任）

事務局 ：科学博物館 （館長 ：野口正巳） 事務局：科学博物館 （館長 ：山屋戊人）

4. 発掘調査の出土遺物 ・調査記録は長岡市立科学博物館 （埋蔵文化財宮内整理作業所）で一括して保管している。遺物

の注記は、「（年度03または04)UD-(取上番号）（出土区）（遺構・層位）」とした。

5. 本報告省の執筆 ・編集は小熊博史が担当した。

6. 発掘調査及び整理作業にあたり、文化庁、新渇県教育委員会、馬高 • 三十稲場遺跡保存会をはじめ多くの機関・研究者・

市民の方々か ら御指尊や御協力をいただいた。厚くお礼申し上げる。
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I 遺跡の概要、環境整備事業及び発掘調査の経緯

馬高 ・三十稲場遺跡 （長岡市関原町 1丁目字中原 ・遠藤）

は、信濃川左岸の段丘面 （関原而）上に立地する縄文時代

の大規模な集落跡である (/凶1)。「遠藤沢」と 呼ばれる小

規模な沢を挟んで、東側に中期の馬高追跡、西側に後期の

三十稲場追跡が位置する。標高は約60~65m。特に馬高

遺跡は「火焔土器」発祥の地として全国的に著名であり、

昭和54年 2月21日に隣接する 三 卜稲場遺跡とともに国の

史跡に指定された。その指定面積は45,704.54面である。

また、馬高追跡出土の「火焔土器」は平成 2年に重要文化

財となり 、平成14年には、その他の主要な土器 ・土製品 ・

石謡類を含む「馬高遺跡出土品」として追加指定を受けた。

長岡市教育委員会 （主管：科学博物館）では、史跡指定後、

保存整備に向けた事業を推進してきた。平成 9年度に指

定地の公有化を完了。11年度から学識経験者と市民代表

からなる馬高 ・三十稲場遺跡保存整備専門委員会を設置、

13年度に環境整備事業基本計画を策定。14年度からは同

保存整備専門委員会を設置、同年に環境整備事業基本設計

を策定した。15年度以降は、保存整備専門委員会で実施

設計等の検討を進めている。18年度には、史跡等 ・登録

記念物保存修理事業の補助を受けて、環境整備工事の実施

設計を行い、馬高逍跡部分の準備工事 （既存構造物や樹木

の撤去・伐採）及び造成工事 （保談盛土）に着手した。

史跡整備の基礎資料を得るための発掘調査については、

平成11年度に馬高遺跡の確認調査 （小熊2000)、12年度

には馬高遺跡の発掘調査及び三十稲場遺跡の確認調査 （小

熊2001、小熊編2002)を行っている。これらの調査によ っ

て、馬高遺跡には時期の異なる大小二つの集落があり、追

構群が馬蹄形状に広がる様相が推定されたが、さらに集落

の構造や遺構の委細を明らかにするため、平成15・16年

度にも発掘調査を実施することにした。
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② 馬高遺跡の発掘調査区 (l/2,000) 

図 1. 馬高・三十稲場遺跡の位置及び発掘調査区
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lI 平成15年度の発掘調査

1. 調査の概要

く調査区＞ 史跡整備に向けた基礎資料を得るための発

掘調査であり、集落の構造と遺構の特徴を把握すること

目的として馬高遺跡の各地点に発掘区を設定した （屈 1)。

遺跡の中央付近では、遺構の検出と精査を行うため、比較

的広い範囲を設定した。平成12年度調査の中央区に接続

する「中央北区」 ・「中央南区」、南部の「南区」、北部の「北区」

である （計1,330m')。また、遺跡全体を縦断 ・横断する

幅4mのトレンチ （東西方向 ：「東西 II~1/111」、南北方向：

「南北ill~V」の各ライン）を適宜設定して、土層の堆積

状況や遺構の有無を確認した（計l,620m')c さらに追跡

南西の遠藤沢部分については、堆積環境や集落本体との関

連を明らかにするため、 トレンチを設定して遺物包含陪の

有無等を調査することにした （計64m-)。

く経過> 5月28日から発掘作業を開始。遺跡の南部に

ついては、8月下旬に発掘を終了し、埋め戻しを行った。

その後、遺跡の中央～北側の発掘を継続し、主要な住居跡

や土坑などの遺構内部の発掘を実施した。天候不順もあっ

て調査が停滞し、当初の目標をやや縮小せざるをえない状

況になった。そのため、北区については包含層の発掘 （遺

構確認）にとどめ、遺構内部の発掘は次年度に持ち越すこ

とにした。調査は11月17日に終了、発掘面積は総計2,970

対であった。

なお、8月10日と9月27日に市民向けの発掘調査見学

会を実施した （図5②)。 第 1回目 132人、第 2回目 151人

の参加者が訪れた。

く整理作業＞ 整理作業は発掘調査と併行して 9月後半

から開始、 3月まで実施した。遺物の水洗を終了した後、

注記 ・分類 ・集計 ・復元の各作業を進めた。自然科学分析

については、黒曜石製遺物の原材産地同定分析、炭化種子・

炭化材の樹種同定分析、埋設土器内土壌のリン ・カルシウ

ム分析、放射性炭素 (AMS)年代測定等を専門業者及び

機関に依頼した。

＜層序＞ 最も堆積状況が良好な遺跡中央部における基

本層序は次のとおりである。 I層 ：現表土、黒褐色土、陪

厚約20cm。IIl層 ：褐色土、下部で遺物を多量に包含、層

厚約15~ 20cm。II2層 ：黒褐色土、遺物を少羅包含、層厚

約15~ 20cm。皿層 ：褐色～黄褐色土、漸移層、層厚約 5

~10cm。Nl層 ：黄色褐色土、風性ローム層、地山。遣物

の出土状況から、 m層上部付近が遺跡の旧表土部分に相当

するとみられる。なお、遺跡の南部及び北部の大半は残存

状況が不良であり、過去の畑作によ って遺物包含層が削平

されている部分が多い。

2. 確認された遺構 （図2~ 10) 

設定した発掘区 ・トレンチごとに遺構や遺物の出土状況

等の概要を記載する。

(1)遺跡南部：集落 2 (図2①）

く東西 IIトレンチ> 12年度の南北 Iラインに直交する

形で設置。VB~¥l]B区で土坑複数基を確認。円形の浅い

土坑が多く、そのうちの 1基は典型的なフラスコ状土坑

で、内部に中期終末の土器が多量に廃棄されていた （図2

②)。

く東西m西・南北mトレ ンチ＞ 迫跡の南西部に設置。rn

C~E区で炉跡 4基を確認 （図 2③) 小規模な複式炉や

埋甕炉である。また皿D・E~ND区で土坑複数基を検出。

いずれも貯蔵穴とみられる円形の浅い土坑である。

く東西wトレンチ> 12年度の南北 Iラインに直交する

形で設置。vc区西側で土坑 5基を確認 （図2⑤)、覆土の

状況から墓坑と考えられる。vc区東側 ~¥l]C区では埋甕

炉 3基を検出した （図 2④)o VIIC区側は遺構がほとんど

認められない。

く南北N・Vトレンチ＞ 東西Nトレンチに直交して接

続。W トレンチではVIID区で焼礫を充填した集石土坑 l基

を検出したほか、遺構は希薄であった。Vトレンチの¥l]D

区北側では土坑及び掘立柱柱穴を確認した。掘立柱柱穴は

南区に続く 。

く南区＞ （固 7) 11年度の11トレ ンチの周辺に設定し、

多数の掘立柱柱穴及び土坑複数基、集石遺構 l基、埋設土

器 3基を確認。VE区で重複した掘立柱建物跡 2棟、¥l]E

区でさらにもう 1棟を推定した （図3③④)。 いずれも梁

間 1間x桁行 3間 （約3.5X7.5m)で長軸中央に棟持柱を

もつ。掘立柱柱穴の一部には長楕円形の浅い土坑が築かれ

ていた（図 3②)。 その閤土から一括土器や硬玉製大珠が

出土していることから墓坑の可能性が高 く、掘立柱建物の

廃絶直後に墓域として機能していたことも考えられる。

(2)遺跡中央部～北部：集落 1 (図4①）

く東西m東トレンチ＞ （図 9) 遺跡の南東部に設置。VIIID・

E区境界で平面円形の竪穴住居跡 1基 (¥TIIE-Hl)を確認

（図3⑤～⑧）。 直径約 5mの覆土相当部分に多量の遺物が

廃棄され、中期前葉と 中葉の土器が滉在していた。床面中

央に長方形の石組炉があり 、部分的に周溝を検出した （図

4②③)。 主柱穴は 8本とみられる。その周辺には地床炉

をもつ別の住届跡が重複しており 、形態を捉えにくい状況

にあった。その他、トレ ンチ東端側で遣構は希薄になるが、

埋設土器 3基が確認されている。

く東西 V東 ・西トレンチ> 12年度の南北 IIラインに直

交する形で設置。西端で中央南区と接続する。東トレン

チのVIIE区で竪穴住居跡 1基 (VIIE-Hl)を確認 （図4④

⑤)。 覆土相当部分 （直径約 4m)に多量の遺物が廃棄さ

れていた。周溝は確認できなかったが、中央部に石組炉を
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もつ円形の住居と考えられる。その東側には長大な地床

炉が認められ、長方形住居が重複している可能性が高い。

西トレンチでは遺構は確認されなかった。

く中央南区＞ （図10) 12年度の中央区の南西側に接続し

て設置。VIIF区で長大な地床炉をもつ長方形住居 3棟を確

認した （図 5③)。 そのうち、周溝が巡り全形がほぽ明ら

かな住居跡 (VIIF-H2・H3)は、長軸約 8mX短軸約 3

mの規模をもつ。床面南西側の地床炉には、「こ」の字状

の炉石が組み合わされていた。主柱は 8本とみられる。ま

た、VIIF区の南西隅には崩れた石組炉 1基があり 、周溝は

確認できないが、円形住居と考えられる。これらの住居群

の上部には多罷の遺物が廃棄されていた （図 5①)。 その

他、先のVIIF-H2住居跡の東側で、フラスコ状土坑 1基 （図

5④) が発見されている。

く中央北区＞ （図8) 12年度の中央区の北東側に接続し

て設置。2棟の長方形住居を確認した （図 5◎;@)。 その他、

地床炉をもつ楕円形住居の一部や、複数基の地床炉もあ っ

た。VIIG区で部分検出の住居跡は、 12年度の第 8号住居に

接続する。VIH区の住居跡 (VIH-H2・ 3)は、長軸約 8

mX短軸約3.5mの規模が推測される。床面には長大な地

床炉が広がり、中央付近には「こ」の字状の石組をもつ。

床面や地床炉は貼り床の手法等によって数枚が重な って

おり 、住居の建替えが複数回行われたことを示す。なお、

この長方形住居の隅にある円形の浅い土坑には、底部を故

意に破損したとみられる火焔型土器を逆位に埋設する特

異な事例がみられた （図 5⑦)。

住居群の東側 （内側）には、多数の土坑群が確認された。

平面円形～楕円形の小形土坑が多い。貯蔵穴としては、典

型的なフラスコ状土坑 （図 5⑧) 2基と、底部の張り出し

の弱い小形フラスコ状土坑が複数基あ った。また。平面楕

円形の浅い土坑 （図6①) も複数基あり、墓坑の可能性が

考えられる。

く北区＞ 迅跡北郭のVIII区 (20X20m)に設置。北半域

で石組炉 1基と複数の地床炉を確認した。石組炉は黒色土

中の検出で半壊していた。地床炉をもつ住居跡は一部に周

溝がみられ、楕円形 （小判形）の平面形が推測された （図

6②)。 また北東側で検出されている住居跡は長方形住居

の可能性が高い。遺物の出土は住居跡 （炉跡）の上部及び

周辺域に集中していた。包含層を発掘して終了。次項 （平

成16年度）参照。

く東西VIトレンチ ＞ 遺跡の北東部に設置。 トレンチ東端

付近で遺物が密集して発見された （図 6③～⑤）。 完形に

近い個体も複数あり、従来の予想のとおり遺物廃棄場 （土

器捨て場）と考えられる。地形的には東側に向かって緩く

傾斜する付近にあたる。その他の部分には遺構はほとんど

認められなかった。

く東西VIIトレンチ＞ 東西VIトレンチの北側に設置。 トレ

ンチ東端側で遺物がややまとまって出土した。東西VIトレ

ンチの遺物廃棄場に続く広がりとみられる。遺構はほとん

ど認められない。

く東西VIII東トレンチ＞ 北区からの住居群の広がりを確

認するために設置したが、地床炉 1基を確認したにとど

まっている。その他に土坑や柱穴とみられる遺構が若干あ

る。次項 （平成16年度）参照。

く東西VIII西トレンチ＞ 北区に接続する部分で竪穴住居

1棟が確認された。竪穴住居は平面楕円形状で東側には周

壁が残り、床面の中央部には地床炉が築かれていた。また、

覆土には多量の遺物 （中期前葉）が廃棄されていた （図

6⑥)。 その西側は傾斜が急になり、逍構は途切れている。

次項 （平成16年度）参照。

(3)遠藤沢

史跡指定地外の地点も含めて、 I~Vトレンチの 5か所

を設定して試掘した (IV・Vが指定地内）。 そのうち、V

トレンチを除く 4か所で遺物の出土を確認した。各トレ

ンチ20~50点程度の土器片と少量の剥片があり、地面下

約0.8~1.4m付近で褐色～青灰褐色を帯びた砂礫層 （部分

的に木片等の有機質分を含む）に混在していた （図6⑦)。

出土土器の大半は、 三十稲場式～南三十稲場式段階とみら

れる。いずれも砂礫層中からの出土であり 、上流側 （三十

稲場遺跡側）から流れ込んで堆積した可能性が高い。その

層以下は黄褐色の砂礫層が続く （地表面から 2.5mの深度

まで確認）。

3. 出土した遺物

縄文土器の総数はコンテナで237箱に上り 、中期全般に

わたる土器が多数出土した。遺跡北部～中央部は火焔型土

器や王冠型土器を含む中期前葉～中葉 （東北地方の大木7

b-8b式段階）、遺跡南部では中期後葉の土器 （大木 9-

10式段階）が主体的である。その破片総数は約120,000

点（約1,700kg)に及ぶ。特に遺物が密集して出土したのは、

土器廃棄場とみられる東西VIトレンチであり、次いで中央

南区や東西 皿東トレンチなど住居群が検出された地点に

まとま っていた。

土製品 ・石器類 （礫片を含む）はコンテナ108箱を数え

る。土製品は土偶 (24)、三角形土版 (60)、土製耳飾 (21)

などが出土した。特に三角形土版の出土が顕著である。ま

た、石器類には、石鏃 (33)、石槍 (8)、石錐 (2)、石

匙 (4)、掻器 (2)、打製石斧 (166)、磨製石斧 (101、

小形品を含む）、砥石 (130)、石皿・ 磨石類 (1,827)、石

棒 (18)などの器種があり 、磨石類以外では石鏃や石斧類

の組成率が高い。その他、少量ではあるが、コナラやクリ ・

クルミなどの炭化種子も発見されている。

-3 -



ダ-~
ら、し

:a. 
~ 心~ :'

- n n ― 
炉跡半妓状況（東西l¥'T、¥IJC-1-ll) ⑤ I::坑詳完掘状況 （東西NT、VD区）

図 2. 平成15年度馬高遺跡の発掘調査 (1)

-4 



, .... -,~ 
ー・- " 

し 発掘作業 （南区、南東側から）

③ 掘立柱建物完掘状況全景 （南区、南東側から）

⑤ 住居跡／剖辺の遺物出土状況 （東西皿東T、v111E-Hl)

· ·•r. • 

J' “ •刈

一〇 住居跡及び炉跡検出状況 （東西m束T、VlIIE-Hl)

図 3.平成15年度馬高遺跡の発掘調査 (2)

ーニエ土ぷ‘
② 上坑上而の上器出上状況 （南北VT、NE-P3)

④ 掘立柱建物完掘状況 （南区、VE-lb号建物）

⑥ 住居跡覆土の追物出土状況（東両 Ill束T、VIIIE-Hl)

5 -



ー

ぶ、

■ " " '一噴~ '"叫
i 石組炉検出状況 （東西VT、¥IJIE-Hll

図 A

6
 



.、. .. : 文一

り 辿物出土状況 （中央南IX:、VI・VIIF区付近）

. 
心~· ゞ

,'亨ー~ー__..~ 一_.t.
⑬ 住届跡完掘状況 （中央南区、 VIIF-H2・3)

]
'
 

~· な和｀鋼11111".~ぷ＂ ＇ ~ 
⑤ 沿物出上状況 （中央北区、 VJ・VllH区、西側から）

渭·~

区

Pa 

g
.
 

~~ ~- - "" C. ず ▼ 鼻‘・ ヽ.,,_ ,:、 .t'!!幽i
(4)フラスコ状土坑半戟状況 （中央南区、 VIIF-FP12)

gい

7
 



⑥ 住居跡覆土の辿物出土状況 （東西VIII西T、VII-Hl) 

図 6.平成15年度馬高遺跡の発掘調査 (5)

④ 関原小学校との連携による発掘体験教室 （束西¥/JT)

5火焔型上器等出上状況 （東西¥1T)
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図 8. 平成15年度馬高遺跡の遺構平面図 (2)〔中央北区〕(l 150) 
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皿 平成16年度の発掘調査

1 . 調査の概要

平成15年度の補充的な調査で、主に遺跡北部 （集落 l

の北部）と遠藤沢の一部を対象とした （図 l)。平成16年

7月20日から発掘作業を開始。遺跡北西部の遠藤沢寄り

に束西VlII西トレンチと東西Xトレンチ、遺跡中央部付近に

東西IXトレンチを設定し、遺構・追物の有無を確認した （計

336rrtり。 また、 15年度の発掘調査（遺構確認のみ）で住

居群等を確認していた北区と東西VlII東トレンチについて

は、再び埋土を除去するとともに北区の東側に拡張して接

続、住居跡・土坑・ピット等の遺構内部の発掘を進めた （計

616mり。 さらに遺跡北東部には南北VIトレンチ を設定し、

遺物廃棄域の広がりを確認した。 9月18日には市民向け

の発掘調査見学会を開催、 10月15日に調査を完了した。

なお、整理作業は15年度からの継続で 5月下旬から開

始、発掘調査と併行して 3月まで、遺構図面の整理や遺物

の水洗 ・注記 ・分類 ・集計 ・復元 ・図化等の各作業を実施

した。

2. 確認された遺構

(1)遺跡北部：集落 1 (図11~ 15、表紙写真）

く東西＼冊西トレンチ＞ （図12①) 15年度のトレンチに連

続する形で遠藤沢側に設置。 トレンチ東側で北西に延びる

小規模な沢状地形を確認した （図11①)。 その西側は平坦

な地形が続き 、 トレンチ西端部付近で急激に遠藤沢に落ち

込むものとみられる。遺物はトレンチ東端 （小規模な沢の

上部）でややまとまって出土したのみで、その他はほとん

ど認められなかった。遣構もまったく検出されていない。

く東西Xトレンチ＞ （図14) 12年度の南北 Iトレンチに

直交する形で遠藤沢側に設置。遺存状況は不良で堆積は薄

く、表上のみで包含層は認められなかった。地山面は緩く

遠藤沢に傾く 。遺物はほとんど出土しておらず、遺構も検

出されなかった。

く東西IXトレンチ> 15年度の中央北区の東側に接続す

る形で設置。遺存状況は不良で堆積は薄く 、表土のみで

包含洞は認められなかった。 トレンチ中央部北側には土

地改良の際の掘削痕が残る。追物はほとんど出土 しなかっ

たが、 トレンチ西側で土坑とピ ット複数基を確認した （図

11②)。 土坑の一部は長楕円形を呈 し、覆土の状況から墓

坑の可能性がある。遺構内部を発掘したが、ご く少量の土

器破片が出土したのみであった。

く 北区及び拡張区•東西 VIll 東トレンチ＞ （図 15、表紙写真 ）

15年度に遺物包含層のみ発掘した北区については、東側

に10Xl0mの範囲を、さらに15年度の東西珊東トレンチ

を北側に 4m拡張して各区を接続することにした。その

結呆、複数の住居跡 （炉跡）と、多数の土坑 ，ビットを確

認した （図12①～③）。 集落 1の環状帯の北側部分にあた

り、住居跡 （炉跡）は発掘区の南西側から北東側に広がり

をみせる。北区の 中央部付近には楕円形住居が重複して

検出された。部分的に周溝を残すものが4棟程度あり、比

較的遺存状態がよいもの (VIII-H2B)は長軸約5.4m・ 短

軸約3.7mの規模が推測される。炉跡はいずれも地床炉で、

床面は黄褐色の地山ブロ ックを叩きしめた貼床である （図

11③、12④)。

一方、北区の北東部から東西VIII東トレンチ西部には、長

方形住居が放射状に確懃されている。4棟程度が認めら

れ、北区北東部の住居跡 (VIII-H6、図12⑤) は長軸約 8

mX短軸約 3~4mの規模が推測される。床面には長大な

地床炉が広がり、東西VIII東トレンチの住居 (VlIIJ-Hl、図

13③) は遺存状況が比較的良好で、長軸 Sm以上x短軸

約4.5mの規模を示す。周溝が二重に巡り 、中央部付近に

は「こ」の字形の石組炉が検出された。住居の床面や主

柱の覆土からは火焔型土器の大形破片が出土している （図

13②④)。 その他、住居の形態が定かでない複数基の地床

炉やピットがみられた。

迫物の出土は住居跡周辺に集中する傾向が指摘される。

またピ ットからまとま って出土する例 （図11④) も比較

的目立つ。本地点から出土した土器の様相から 、住居の構

築時期は中期前葉～中葉 （東北地方の大木7b~8a式段階）

に位置づけられる。さらに住居群の東側 （環状の内帯側）

には、複数の土坑が確認された （一部は住居跡と重複）。

フラスコ状土坑 （図11⑤⑥) 7基のほか、墓坑とみられ

る浅い土坑が認められる。

く南北VIトレンチ> 15年度に多量の遺物が出土した東

西VIトレ ンチ東側に直交する形で設置。包含層 (II層上部）

から多量の遺物が出土した （図13⑤⑥)。 部分的に焼土も

検出されている。これまでの見解のとおり、遺物廃棄場に

相当する地点と考えられる。

(2)遠藤沢

15年度に試掘した V トレンチ東側に、lOX6 mのVIト

レン チを設定 (60mり。 表土下約1.3mまで黒褐色土が堆

積し、その下部には褐色～青灰褐色を帯びた砂礫層 (20

~30cm)があり 、流れ込みとみられる縄文時代後期の土

器片が混在している。今回はさらに下部の礫層を掘り下げ

た （図13⑦⑧)。 裸層の層厚は約2.5mで、その下部には

黄褐色～赤褐色シルト質粘土層、青灰色シルト質粘土層が

堆積していた （地表下約 4m付近）。 青灰色シルト質粘土

層の下部には、木片が多量に含まれていた。加工痕のある

木片や土器などの遺物は認められないことから、流木等が

自然堆積したものと推測される。
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3. 出土した遺物

縄文土器の総数はコンテナで約44箱を数え、北陸系の

新崎式土器や火焔型 ・王冠型土器を含む中期前半の土器が

確認された。その破片総数は約28,000点 （約390kg)で

ある。土器廃棄場とみられる南北VIトレンチの包含層から

多数出土しているほか、北区及び東西VIII東トレンチの遺構

に伴った土器も多い。

土製品 ・石器類 （礫片を含む）はコンテナ約41箱。土

知
冒
五

l --r" 

心発掘作業（東西¥lll西T、東側から）

． 
③ 住居跡の地床炉及び床面検出状況 （北区、 ¥1II-H2)

-~l.t·: 渇遍~1. .ヽ
⑤ フラスコ状上坑半歓及び逍物出土状況 （北区、 VIIII-FP4)

図11.平成16年度馬高遺跨の発掘調査 (1)

製品は土偶 (10)、三角形土版 (24)、土製耳飾 (7)、円

板状土製品 (3)など、石器類には石鏃 (17)、石錐 (1)、

打製石斧 (43)、磨製石斧 (31、小形品を含む）、掻器 (1)、

砥石 (35)、石皿 ・磨石類 (637)などがある 。その組成

は15年度とほぽ同様の傾向を示している。 また、石製品

としては硬玉製大珠未製品 (1)や石棒 (4)が出土した。

その他、少量の炭化種子も発見されている 。

？上坑群完掘状況（東西IXT、北側から）

,·.b -~ → 

； ＇ぷ．

⑥ フラスコ状土坑半妓状況 （北区、 VIIII-FP5)
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① 発掘作業 （東西珊東T、南東側から）
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⑤ 遺物出上状況 （南北VIT、北側から）

⑦ 遠藤沢VJT発掘状況 （北側断面）

図13.平成16年度馬高遺跡の発掘調査 (3)
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'K遠藤沢¥/JT発掘状況 （最深部）
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平成11・12年度に行われた発掘調査で、馬高遺跡には

大小二つの集落が推測されており、平成15・16年度の調

査結果もそれを裏づけている （図16)。追跡中央部から北

部にかけて大規模な馬蹄形 (U字形）状、南部では小規模

な馬蹄形状に広がっている様相が明らかになりつつあり、

広場の周囲に住居群や貯蔵穴 ．墓坑などの施設を巡らす

典型的な環状集落の姿が窺われる。出上土器の特徴か ら、

中央部から北部の集落は中期前葉～中葉、南部の集落は中

期後葉に位置づけられる 。

南部の集落 （集落 2)は、竪穴住居 ・掘立柱建物跡 ・貯

蔵穴 ．墓坑などから構成され、短期間に営まれた。竪穴

住居跡 （炉跡）は疎らではあるが、環状に展開すると考

えられる 。その周囲や内側には貯蔵穴とみられる土坑が

分布する 。良好な状況で確認された南区の掘立柱建物は、

集落の北束部で広場の開口部付近に配置されており、 一般

的な竪穴住居とは異なる性格を帯びていたと考えられる。

墓坑は住居跡内側の一部のエリア (VD区）に まとまりを

みせるほか、掘立柱建物群と重複する浅い土坑や埋設上器

がまとま っているエリア (VIE区）も墓域の可能性が高い。

中期後葉 （東北地方の大木10式段階）にほぼ限定される

集落跡の事例は新湯県内では希少である。

中央部から北部の集落 （集落 1)は、竪穴住居 ．貯蔵

穴 ．墓坑 ・辿物廃棄場などか らなり 、比較的長期にわた っ

て存続した。竪穴住居群は長方形住居を主体として 、卵形

（倒卵形）を含む楕円形住居や円形住居が併存する 。長方

形住居はその長軸線が集落域の中心部 （広場）を指向し、

放射状で等間隔の配列が顕著である 。それに対して、円形・

楕円形住居の軸線は長方形住居に比較してややランダム

で、その位置も規則的ではない。平成12年度の調査では

不明瞭であ った貯蔵穴や墓穴などの上坑群は、今回の調査

で住居群の内側に広がっていること が確実となり 、集落の

基本的な構造はほぼ把握されたと思われる 竪穴住居群の

内帯の直径は約100mに及ぶ。

これらの遺構群は、時期的には火炎上器様式が出現し

終焉を迎えるころ （大木7b~8b式段階）に ほぼ相当する

これま での調査で、①地床炉の楕円形住居→②地床炉 （一

部に石組炉併用）の長方形住居→③石組炉の円形住居の 3

時期の変遷 （小熊糧2002)が明らかにな っているが、今

回の調査でもそれが追認された。特に15年度調査の中央

北区の長方形住居 (VIH-H2・3)や16年度調査の東西VIII

東トレンチ検出の長方形住居 (VIIIJ-Hl)などは、覆土や

ピット内から火焔型土器がまとま って出土しており、まさ

に最盛期の火焔型土器を製作していたころの住居に相当

する。県内では、同時期の代表的な集落跡に堀之内町消水

上遺跡、塩沢町五丁歩追跡、津南町道尻手迅跡などがあり、

まとめ

集落の構成や住居の形態などに共通した特色が認められ

ることから、信濃川流域の地域性を反映していると考えら

れる 。

遠藤沢については、深掘りした¥1トレンチの状況から 、

地表下約1.5m以下に厚く堆積した珪層は縄文時代後期初

頭 （三十稲場式段階）以前に形成されたとみられる 上

流側から土石流のような大規模な礫の供給が生じた結果

であろう 。縄文時代中期に遠藤沢を利用した痕跡があっ

たとしても、既に流されて しまった可能性が高い 今後、

出土した木片の年代測定や土壌分析等を行い、遠藤沢が形

成された状況を具体的に明 らかにする必要がある

なお、遠藤沢側の東西¥I]][西トレン チや東西Xトレンチの

状況からは、沢沿いや住居帯の外側に土器捨て場などを形

成した可能性は低い。おそら く集落 lでは、遺祢北東部及

び廃絶した住居部分に廃棄したと 考えられる

長岡市では、史跡馬商 ・三十稲場遺跡を長岡の古代史を

象徴する「火焔土器のふるさと」 として保存整備する こと

を目指している。特に馬高遺跡の部分ては、発掘調査の成

果に基づいて住居群や森林を復原 し、縄文時代の仲まいが

感じられる集落の姿を再現する。また、遺跡の南東部，こは

ガイダンス施設 （仮称）を建設する予定てある ．すで．こ環

境整備工事に着手しているが、こ れまての調査成果を総合

的に検討し、周辺の環境復元を 含む集落構造の把握した上

で、竪穴住居の復原候補の選定なと、 整備内容 こ反映させ

ていきたい。

なお、 16年10月23日に発生した新潟県中邑地裟、こよ っ

て、それ以降の遺物の整理作業が停滞して-まっだが、平

成18年度には新潟県の復典基金罹用対策事業を活用し 一

作業を継統している
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